
今年度の国際交流事業について 

 

１．米国マディソン郡との交流事業 

ⅰ.相互代表団による訪問事業 

 外国の方々との交流や現地視察を通し、文化や風習、社会についての相互理解を深めることにより、

両地域の発展の基盤となる人材および地域のリーダーの育成を目的とする。 

 ・令和４年度から、隔年で訪問を実施。 

  ┗令和６年度北杜市代表団訪問／令和７年度米国代表団受入 

  ┗令和６年度の北杜市代表団訪問時期については、マディソン郡国際交流委員会の意向もあり、

令和６年１０月３～１１日としたい。 

 

〇訪問団のメンバーについて各種団体からの選出を行い、その訪問メンバーに関する御意見をいた 

だきたい。 

 

ⅱ.中学生ホームステイ交流 

 ・これまでも隔年の訪問を行ってきたが、変更なく実施。 

  ┗令和６年度→北杜市中学生派遣 令和７年度→米国中学生受入 

 ・今までと同じくアメリカの子ども受け入れに際し、ホームステイで実施する。 

 

 ⅲ.高校生による留学交流事業（甲陵高校） 

  令和４年１１月に、北杜市立甲陵高等学校と米国イースタンケンタッキー大学附属モデル・ラボラ

トリー高校との連携協定の締結を行った。協定に基づき、相互の学生同士の留学プログラムを実施

している。 

   ┗令和６年３月に甲陵高校の生徒が訪問。令和６年１０月にモデル・ラボラトリー高校の生徒を

受入予定。 

・甲陵高校とモデル・ラボラトリー高校の留学交流については、今年度から国際交流基金を活用。 

 

 ⅳ.相互観光事業 

  ・令和４年１１月に、北杜市観光協会と米国（べリア市・リッチモンド市）観光部局との協定締結。 

   ┗市民が主体となった交流事業の実施していく。 

    

ⅴ.これからの事業 

・令和７年度の米国代表団受入については、清泉寮収穫感謝祭の開催合わせて１０月来日、市内の 

 視察を行うとともに、収穫祭に参加する予定。 

  ・中学生ホームステイ交流事業ですが、令和７年度は、米国中学生を受入れる年となります。 

   

 

 

 



 

２．大韓民国抱川市との交流事業 

ⅰ.文化交流事業 
両市のイベントに参加し、お互いの文化（踊りや楽器演奏等）を紹介し、市民交流を促進する事業であ

る。 

  ・毎年の相互訪問を行っていたが、隔年の訪問とする。 

   ┗令和６年度抱川市代表団受入／令和７年度北杜市代表団訪問 

  ・訪問時期については、相互に協議しながら決定する。 

   ┗令和６年度の抱川市代表団受入については市制施行２０周年記念式典に参加。 

 

ⅱ.中学生ホームステイ事業 
両市の中学校生徒を隔年で訪問と受入れを実施し、生徒同士の交流を通して、お互いの文化や風

習に触れながら、異文化相互理解、国際感覚豊かな子どもたちの育成を行う事業である。 

  ・平成２７年、韓国国内において MERS 感染症流行により中止してから、現在まで中断している。 

    現在、抱川市教育支援課で青少年財団を設立準備中で、令和６年１２月に設立予定。令和７年

から、ホームステイ事業ではなく中学生青少年交流事業を実施させていきたい。 

  

ⅲ.合併２０周年記念企画展開催事業・特別番組制作協賛事業（学術課） 

   ・浅川伯教・巧兄弟資料館において市制施行 20 周年を記念し、浅川兄弟の顕彰に貢献した人々に

ついて紹介する企画展を開催する。 

   ・UTY 特別番組「やまなし偉人伝 浅川巧」の番組制作に協賛し、浅川兄弟の功績について広く周 

知する。 

 

ⅳ.これからの事業 

・文化交流事業で令和７年度北杜市代表団訪問は、令和７年１０月の抱川市のイベント時期に訪

問になると考えています。 

・中学生青少年交流事業については、令和７年度以降で実施し、宿泊場所は宿舎などを考えてお

ります。３泊４日程度で実施し、２泊は抱川市。１泊はソウルに宿泊したいと考えております。 


